
 

第
50
回
日
本
児
童
文
学
学
会
賞
の
決
定
に
つ
い
て 

 
日
本
児
童
文
学
学
会
賞
、
同
奨
励
賞
お
よ
び
同
特
別
賞
は
、
わ
が
国
の
児
童
文
学
・児
童
文
化
研
究
の
発
展
に
寄
与
す
る
、
年
度
ご
と
の
優
れ

た
業
績
に
贈
ら
れ
ま
す
。 

今
回
は
、
二
〇
二
五
年
七
月
か
ら
二
〇
二
六
年
六
月
ま
で
の
一
年
間
に
発
表
さ
れ
た
児
童
文
学
・児
童
文
化
分
野
に
関
す
る
研
究
・評
論
の

中
か
ら
、
日
本
児
童
文
学
学
会
会
員
の
推
薦
等
を
も
と
に
、
日
本
児
童
文
学
学
会
賞
選
考
委
員
会
（鵜
野
祐
介
委
員
長
・浅
野
法
子
・柿
本
真
代
・

土
居
安
子
・目
黒
強
の
各
委
員
）が
選
考
に
あ
た
り
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

な
お
、
授
賞
式
は
、
一
二
月
五
日
（土
）午
後
四
時
よ
り
、
当
学
会
第
65
回
研
究
大
会
の
席
上
に
て
行
い
ま
す
。 

 
 
 

二
〇
二
六
年
一
〇
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
児
童
文
学
学
会
会
長 

横
川 

寿
美
子 

  

第
50
回
日
本
児
童
文
学
学
会
賞 

◇
該
当
作
な
し 

  

第
50
回
日
本
児
童
文
学
学
会
奨
励
賞 

◇
渋
谷
百
合
絵
（し
ぶ
や
・ゆ
り
え
） 

『近
代
童
話
と
宮
沢
賢
治
』 

秀
明
大
学
出
版
会 

二
〇
二
五
年
一
二
月
一
〇
日 

【贈
賞
の
理
由
】 

本
書
は
、
童
話
伝
統
批
判
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
近
代
童
話
の
成
立
と
展
開
を
歴
史
的
に
検
討
し
、
昔
話
の
構
造
や
語
り
の
観

点
か
ら
宮
沢
賢
治
童
話
の
ジ
ャ
ン
ル
的
特
性
の
解
明
を
試
み
た
意
欲
作
で
あ
る
。
近
代
童
話
の
歴
史
的
変
遷
と
賢
治
童
話
の
ジ
ャ
ン
ル
的
特

性
と
の
関
係
が
十
分
に
は
説
明
で
き
て
い
な
い
も
の
の
、
「童
話
」と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
問
い
直
す
試
み
は
、
児
童
文
学
研
究
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
は
、
本
書
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
近
代
童
話
と
賢
治
童
話
に
ま
で
目
配
り
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
研
究
の

発
展
が
望
ま
れ
る
。 

【受
賞
者
の
略
歴
】福
井
県
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（文
学
）。
法
政
大
学
文
学
部
准

教
授
。
主
な
論
文
に
、
「宮
沢
賢
治
「オ
ツ
ベ
ル
と
象
」論 

：企
業
型
農
場
を
描
く
「新
し
い
童
話(

メ
ル
ヘ
ン)
」」（『国
語
と
国
文
学
』第
九
九
巻
第
三

号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）な
ど
が
あ
る
。 

  

第
50
回
日
本
児
童
文
学
学
会
特
別
賞 

◇
野
上
暁 

（の
が
み
・あ
き
ら
） 

【贈
賞
の
理
由
】 

受
賞
者
は
、
子
ど
も
の
本
の
編
集
者
お
よ
び
評
論
家
と
し
て
、
児
童
文
学
・児
童
文
化
お
よ
び
そ
の
研
究
に
多
大
な
貢
献
を
し

て
き
た
。
そ
の
一
つ
は
、
『〝
子
ど
も
〟
と
い
う
リ
ア
ル 

消
費
社
会
の
メ
デ
ィ
ア
と
〝
も
の
〟
が
た
り
』（パ
ロ
ル
舎
）な
ど
の
子
ど
も
論
を
通
し

て
、
現
代
の
子
ど
も
文
化
に
つ
い
て
の
議
論
を
深
め
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
近
著
『「小
学
一
年
生
」１
０
０
年
の
現
代
史
』（論
創
社
）を
は
じ
め

と
す
る
体
験
を
踏
ま
え
た
著
書
に
加
え
、
雑
誌
『鬼
ヶ
島
通
信
』で
の
「未
明
童
話
の
深
層
」の
連
載
な
ど
に
よ
っ
て
、
歴
史
研
究
に
も
寄
与
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
副
会
長
、
日
本
国
際
児
童
図
書
評
議
会
（JB

B
Y

）副
会
長
な
ど
を
歴
任
す
る
と
同
時
に
、
巖
谷
小
波
児
童
文
芸

賞
や
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
国
内
賞
な
ど
の
選
考
委
員
を
務
め
る
な
ど
、
子
ど
も
の
本
の
発
展
・振
興
に
も
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。 

【受
賞
者
の
略
歴
】本
名
・上
野
明
雄
。
一
九
四
三
年
、
東
京
生
ま
れ
。
中
央
大
学
を
卒
業
後
、
小
学
館
に
勤
務
し
、
『小
学
一
年
生
』編
集
長
、
児
童

図
書
、
一
般
書
籍
担
当
部
長
を
経
て
、
取
締
役
、
小
学
館
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
代
表
取
締
役
社
長
、
白
百
合
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
、
東
京
純
心
大

学
こ
ど
も
学
科
客
員
教
授
な
ど
を
歴
任
。
主
著
に
『お
も
ち
ゃ
と
遊
び
』（現
代
書
館
）、
『日
本
児
童
文
学
の
現
代
へ
』（パ
ロ
ル
舎
）、
『子
ど
も
学 

そ
の
源
流
へ 

日
本
人
の
子
ど
も
観
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
』『子
ど
も
文
化
の
現
代
史 

遊
び
・メ
デ
ィ
ア
・サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
奔
流
』（以
上
、
大

月
書
店
）、
『越
境
す
る
児
童
文
学 

世
紀
末
か
ら
ゼ
ロ
年
代
へ
』（長
崎
出
版
）、
『本
の
街
・神
保
町
も
の
が
た
り
』（論
創
社
）な
ど
が
あ
る
。 

   

【謝
辞
】  

本
賞
の
運
営
に
あ
た
り
、
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
国
際
児
童
文
学
館
な
ら
び
に
一
般
財
団
法
人
大
阪
国
際
児
童
文
学
振
興
財
団
よ
り
ご
協

力
を
得
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 


